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こ の 街 の 頼 り に な る 存 在 で あ り た い 。

副 会 長 　 細 　 谷 　 武 　 史 副 会 長 　 下 　 田 　 德 　 行

副 会 長 　 秋 　 山 　 光 　 伯 副 会 長 　 小 　 林 　 伸 　 行

副 会 長 　 大 　 藤 　 博 　 文 副 会 長 　 新 　 井 　 　 　 孝

他  会 員 一 同

会 　 長 　 石 　 津 　 健 　 光

団 体 の 事 業 活 動 を 通 し て 、団 体 の 事 業 活 動 を 通 し て 、
　 県 都 水 戸 市 の さ ら な る 発 展 に 貢 献 し ま す　 県 都 水 戸 市 の さ ら な る 発 展 に 貢 献 し ま す

く ら し 楽 し む
『 魁 の ま ち ・ 水 戸 』 実 現 へ

拡 大 し 、 地 域 の 活 性 化 を 図 って い き た い 。　
４ 大 プ ロ ジ ェ ク ト の １ つ で

あ る ア ダ ス ト リ ア み と ア リ ーナ は 、 プ ロ バ ス ケ ッ ト ボ ー ルＢ １ 茨 城 ロ ボ ッ ツ の 試 合 に 使わ れ て お り 、 試 合 の た び に 大勢 の 観 客 が 訪 れ て い る 。　
こ れ に 加 え 、 同 じ く ４ 大 プ

ロ ジ ェ ク ト の 新 市 民 会 館 がオ ー プ ン す れ ば 、 ま ち な か がよ り 一 層 、 多 く の 人 た ち で にぎ わ う こ と に な る だ ろ う 。 まち な か で の 道 路 交 通 の 円 滑 化に 向 け て 、 近 隣 の 芸 術 館 東 地区 で は 立 体 駐 車 場 を 整 備 した 。　

1 2月 に は Ｇ ７ 茨 城 水 戸 内

務 ・ 安 全 担 当 大 臣 会 合 も 開 催さ れ る の で 、 た く さ ん の お 客様 を ス ト レ ス な く お 迎 え す るこ と が で き る よ う に す る と とも に 、 積 極 的 に 水 戸 市 の 魅 力を Ｐ Ｒ し て い き た い 。　

－ 本 年 度 の 事 業 展 開 は

　
地 域 に 根 ざ し た 施 設 の 整 備

を し っ か り 進 め て い く 。 具 体的 に は 、 学 校 施 設 や 市 民 セ ンタ ー の 長 寿 命 化 な ど 。 こ れ らの 施 設 は 災 害 時 に 避 難 所 と なる の で 、 安 心 し て 利 用 で き るよ う に す る と と も に 、 利 便 性の 向 上 も 図 っ て い か な け れ ばな ら な い 。　
財 源 に は 限 り が あ る が 、 優

先 順 位 を 決 め て 、 毎 年 １ ～ ２カ 所 の ペ ー ス で 取 り 組 ん で い

　
私 は こ れ ま で 子 ど も 子 育 て

を 政 策 の 『 一 丁 目 一 番 地 』 とし て 位 置 づ け て き た 。 補 助 金を 活 用 し た 民 間 保 育 所 の 整 備に よ り 、 定 員 を 就 任 時 の 約 ３５ ０ ０ 人 か ら 約 ６ ８ ０ ０ 人 に倍 増 さ せ 、 大 き な 課 題 だ っ た保 育 所 待 機 児 童 ゼ ロ を ほ ぼ 達成 す る こ と が で き た 。 子 育 てし や す い 環 境 づ く り は 定 住 の促 進 に つ な が る 。　
人 口 減 少 社 会 が 到 来 し 、 社

会 の 構 造 や 市 民 の 価 値 観 は 大き く 変 化 し て い る 。 さ ら に 、デ ジ タ ル 化 の 進 展 、 カ ー ボ ンニ ュ ー ト ラ ル と い っ た 課 題 をは じ め 、 変 化 が 著 し い 新 し い時 代 に 対 応 し て い く こ と の でき る ま ち を つ く り あ げ て い く必 要 が あ る 。　
ま ち が 発 展 す る 原 動 力 と な

る の は そ こ に 住 む 人 々 。 未 来を リ ー ド し て い く 子 ど も た ちを 社 会 全 体 で 育 ん で い く こ とが 最 も 重 要 だ 。　
こ れ か ら も 子 育 て 世 帯 の 経

済 的 負 担 を 軽 減 す る 取 り 組 みな ど と あ わ せ 、 安 心 し て 子 ども を 生 み 育 て や す い 環 境 づ くり を 進 め て い く 。　

－ ４ 期 目 の 抱 負 を

　
水 戸 市 は 本 県 の 県 庁 所 在

地 。 本 県 を 牽 引 す る 責 任 が ある 。 水 戸 に 元 気 が な い と 、 県央 地 域 や 県 北 地 域 が 盛 り 上 がら な い 。 本 県 を 代 表 す る 観 光都 市 と し て 、 交 流 人 口 を 一 層

き た い 。　
学 校 施 設 に つ い て は 、 石 川

小 学 校 な ど の 工 事 や 妻 里 小 学校 の 実 施 設 計 な ど を 予 定 し てい る 。 と も に 老 朽 化 が 進 む 飯富 小 ・ 中 学 校 は 、 合 築 も 想 定し な が ら 調 査 を 進 め る 。 児 童数 が 増 え て い る 酒 門 小 学 校は 、 教 室 ５ 室 を 増 や す た め 増築 の 実 施 設 計 を ま と め る 。　
こ れ と は 別 に 、 緊 急 安 全 対

策 や バ リ ア フ リ ー 化 も 実 施 する 。 昨 年 度 か ら 年 間 約 ２ 億 ５０ ０ ０ 万 円 を 投 じ て ５ 年 間 で進 め る 計 画 だ 。 ま た 、 現 在 、策 定 を 進 め て い る 第 ７ 次 総 合計 画 に は 、 小 ・ 中 学 校 体 育 館へ の 空 調 設 備 設 置 事 業 を 盛 り込 む 予 定 に な っ て い る 。 子 ども た ち の 学 び の 環 境 を よ り 良く す る た め 、 集 中 投 資 を 行 い５ 年 間 で 完 了 さ せ た い 。　
都 市 計 画 道 路 関 係 で は 、 外

環 道 路 で あ る ３ ・ ３ ・ ２ 号 中大 野 中 河 内 線 の 松 が 丘 工 区 で引 き 続 き 常 磐 線 を 跨 ぐ 橋 梁 の整 備 を 推 進 す る 。 赤 塚 駅 の 北側 に 伸 び る ３ ・ ３ ・

3 0号 赤 塚

駅 水 府 橋 線 堀 ２ 工 区 に つ い ても 、 地 元 の ご 理 解 を い た だ きな が ら 西 部 図 書 館 方 面 に 向け て 着 実 に 進 め て い く 。 ３ ・４ ・ ５ 号 偕 楽 園 上 水 戸 線 は 、第 一 中 学 校 ～ 水 高 ス ク エ ア まで の 区 間 に つ い て 、 で き る だけ 早 急 に 工 事 に 着 手 し た い 。　
ま た 、 内 原 駅 北 側 自 由 通 路

の 整 備 に 着 手 す る ほ か 、 老 朽化 が 著 し い 南 消 防 署 緑 岡 出 張所 は 、 本 年 度 か ら 現 在 地 で 改築 す る 。 資 材 単 価 が 高 騰 し てい る た め 、 し っ か り と 精 査 して 適 正 に 発 注 し た い 。 市 民 の皆 さ ま の 安 全 に 直 結 す る 施 設な の で 、 で き る だ け 早 期 の 完成 を 目 指 し て い く 。　

－ 企 業 誘 致 に つ い て

　
働 く 場 所 が な け れ ば 人 は 集

ま ら な い 。 大 き な 雇 用 を 生み 出 す 企 業 誘 致 は 非 常 に 重 要だ 。　
本 市 で は こ れ ま で も 積 極 的

に 誘 致 活 動 を 実 施 し て い るが 、 本 年 度 か ら は 条 件 付 き で開 発 を 許 可 す る 地 区 を 設 け 、企 業 が よ り 一 層 進 出 し や す い環 境 を 整 え る 。 独 自 の 市 補 助金 制 度 と あ わ せ 、 積 極 的 に 企業 を 誘 致 し て い き た い 。 ア ンテ ナ を 高 く し て 積 極 的 な 営 業活 動 を 展 開 し て い く 。　
さ ら に 、 広 域 交 通 ネ ッ ト

ワ ー ク の 整 備 や 雨 水 排 水 対 策な ど の ハ ー ド 整 備 も 引 き 続 き段 階 的 に 進 め て い く 。 中 心 市街 地 な ど の 渋 滞 の 解 消 は 大 きな 課 題 。 イ ン フ ラ 整 備 は 地 域の 発 展 に 必 要 だ が 、 そ も そ もイ ン フ ラ が 整 っ て い な い ま ち

　

－ こ れ ま で の ３ 期

1 2年 を 振

り 返 っ て　
東 日 本 大 震 災 直 後 の ２ ０ １

１ 年 ５ 月 に 市 長 に 就 任 し て 以来 、 市 民 の 皆 さ ま が 安 心 で きる 暮 ら し の 実 現 を 目 指 し て 全力 で 取 り 組 ん で き た 。　
震 災 か ら の 復 旧 ・ 復 興 、 そ

れ に 「 第 ６ 次 総 合 計 画

－ み と

魁 プ ラ ン

－ 」 に 掲 げ た 各 施 策

の 着 実 な 推 進 に は 、 行 政 だ けで は 足 り な い 部 分 も あ り 、 建設 業 界 を は じ め 民 間 の 多 く の皆 さ ま に 補 っ て い た だ い た 。こ の 場 を 借 り て あ ら た め て 感謝 申 し 上 げ る 。　
引 き 続 き 、 い つ 発 生 す る か

分 か ら な い 災 害 に 備 え て 防 災機 能 を 高 め 、 市 民 の 皆 さ ま が安 全 ・ 安 心 に 生 活 で き る 環 境を 築 い て ま い り た い 。　
ハ ー ド 面 で の 大 型 事 業 で あ

る ４ 大 プ ロ ジ ェ ク ト の う ち 、市 役 所 新 庁 舎 、 東 町 運 動 公 園新 体 育 館 （ ア ダ ス ト リ ア み とア リ ー ナ ）  、 新 清 掃 工 場 （ えこ み っ と ） は 計 画 通 り 供 用し 、 新 市 民 会 館 も ７ 月 に オ ープ ン す る 。　
円 滑 に 事 業 を 推 進 で き た の

は 、 各 業 界 の 皆 さ ま の ご 尽 力の お か げ 。 今 後 は こ れ ら を 活か し 、 さ ら に 市 を 発 展 さ せ てい き た い 。　

－ 最 も 注 力 し た こ と は

2 1億 で 石 川 小 長 寿 命 化 へ

子 育 て 支 援 と 教 育 充 実

4 期 就 任 イ ン タ ビ ュ ー 　 ～ 市 政 方 針 を 語 る ～

　 4  月 2 3  日 に 行 わ れ た 水 戸 市 長 選 挙 で 、 現 職 の 高 橋

靖 氏 が 6  万 7 1 9 4  票 を 獲 得 し て 4  回 目 の 当 選 を 果 た し

た 。 高 橋 氏 は 東 日 本 大 震 災 後 の 2 0 1 1  年 5  月 に 水 戸 市

長 に 就 任 す る と 、 「 安 心 で き る 暮 ら し の 実 現 」 を 掲 げ 、

市 役 所 新 庁 舎 な ど の “ 4  大 プ ロ ジ ェ ク ト ” を 中 心 に 、

様 々 な 施 策 を 実 施 し て き た 。 人 口 減 少 社 会 が 到 来 す る

中 、 県 庁 所 在 地 の 市 長 と し て 取 り 組 む べ き 課 題 は ま だ

ま だ 多 い 。 『 み ら い に 躍 動 す る 魁 の ま ち ・ 水 戸 』 の 実

現 に 向 け 、 さ ら な る 挑 戦 を 続 け る 高 橋 氏 に こ れ ま で の

市 政 運 営 を 振 り 返 っ て も ら う と と も に 、 今 後 の 施 策 展

開 や 建 設 業 へ の 思 い な ど を 語 っ て も ら っ た 。

（ 聞 き 手 ／ ㈱ 建 設 未 来 通 信 社 　 代 表 取 締 役 　 小 泉 孝 司 ）

広 告 企 画 ・ 制 作 　 建 設 未 来 通 信 社 広 告 部



（ 3 ） 2 0 2 3  年 （ 令 和  5  年 ）6  月  1  日 　 木 曜 日

地 域 雇 用 の 創 出 を 図 り 、地 域 雇 用 の 創 出 を 図 り 、

　 　 経 済 の 活 性 化 に 努 め て ま い り ま す　 　 経 済 の 活 性 化 に 努 め て ま い り ま す

は 選 ば れ な い 。 外 か ら 来 や すく 、 ま た 来 た い 、 来 て 良 か った と 思 っ て も ら え る よ う な 、選 ば れ る 水 戸 市 に し て い き たい 。　

－ 入 札 ・ 契 約 制 度 の 考 え 方

　
入 札 制 度 は 生 き 物 の よ う な

も の だ と 思 う 。 日 々 、 価 値 観は 変 化 し て お り 、 従 来 の よ うに 一 般 競 争 入 札 、 指 名 競 争 入札 だ け で 良 い の か 考 え 直 す 必要 が あ る だ ろ う 。　
例 え ば 、 ア ダ ス ト リ ア み と

ア リ ー ナ は 建 設 に 当 た り 、 設計 段 階 か ら 施 工 者 に 入 っ て もら い 、 そ の ノ ウ ハ ウ を 施 工 に反 映 さ せ る Ｅ Ｃ Ｉ （ Ｅ ａ ｒ ｌｙ

 Ｃ ｏ ｎ ｓ ｔ ｒ ａ ｃ ｔ ｏ ｒ

 

Ｉ ｎ ｖ ｏ ｌ ｖ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ ） 方式 を 採 用 し た 。 こ れ に よ り コス ト 縮 減 や 工 期 短 縮 を 図 る こ

と が で き た 。　
新 清 掃 工 場 は Ｄ Ｂ Ｏ （ Ｄ ｅ

ｓ ｉ ｇ ｎ

 Ｂ ｕ ｉ ｌ ｄ

 Ｏ ｐ ｅ

ｒ ａ ｔ ｅ ） 方 式 を 採 用 し 、 安定 的 に 運 営 で き る よ う 配 慮 した 。　
事 業 に よ っ て や り 方 は そ れ

ぞ れ 異 な る の で 、 も っ と 色 々な 発 注 方 法 を 勉 強 し 、 プ ロポ ー ザ ル 方 式 な ど も 取 り 入 れて い き た い 。 ま た 、 ラ ン ク の精 査 な ど も 必 要 に な っ て く るだ ろ う 。 適 正 価 格 で 受 注 し ても ら い 、 適 正 な 工 期 で 適 正 な技 術 力 を 発 揮 し て も ら え る よう に し て い き た い 。　
資 材 単 価 の 高 騰 や 働 き 方 改

革 、 週 休 ２ 日 制 、 人 材 の 確保 ・ 育 成 、 建 設 キ ャ リ ア ア ップ シ ス テ ム 、 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ な ど 課題 は 山 ほ ど あ る 。 行 政 が 一 方的 に 決 め る の で は な く 、 業 界の 皆 さ ま と よ く 議 論 し 、 双 方

に と っ て メ リ ッ ト が あ る よ うに す る こ と が 理 想 だ 。 そ の ため に も 下 請 け に し わ 寄 せ が いか な い よ う な 仕 組 み づ く り をし て い か な け れ ば な ら な い 。　

－ 建 設 業 界 へ の メ ッ セ ー ジ

を　
地 域 の 守 り 手 で あ る 建 設 業

界 の 皆 さ ま に は 、 公 共 事 業 を通 じ て 市 政 発 展 に ご 協 力 い ただ い て い る 。 そ し て い ざ 災 害が 発 生 し た 際 に は 、 率 先 し て市 民 の 生 命 ・ 財 産 を 守 る た めに 活 動 し て い た だ い て い る 。　
地 元 の 仕 事 は 地 元 の 業 者 に

落 札 し て も ら う の が 一 番 。 地元 に 精 通 す る 地 元 業 者 で な けれ ば で き な い こ と は た く さ んあ る の だ か ら 。　
も ち ろ ん 、 地 元 だ け で は で

き な い 大 型 事 業 も あ る 。 し か

内 原 駅北
　
側 自 由 通 路 整 備 に 着 手

緊 急 対 策

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 及 び エ ネ ル ギ ー ・ 物 価 高 騰 対 策

1.  感 染 症 対 策 （ 保 健 所 体 制 ・ 検 査 体 制 、 医 師 会 ・ 医 療 機 関 と の 連 携 支 援 ・ ワ ク チ ン 接 種 事 業 等 ）

2.  生 活 の 安 定 （ 生 活 困 窮 者 ・ 低 所 得 者 支 援 、 子 育 て 世 帯 支 援 等 ）

3.  経 済 の 回 復 （ 事 業 者 支 援 、 消 費 拡 大 策 、 電 気 料 金 支 援 等 ）

み と N e x t ‐ Mi s si o n  7 3 施 策 

5 つ の 視 点 か ら の プ ロ ジ ェ ク ト 

1 　 安 心 し て こ ど も を 生 み 育 て や す い 環 境 を つ く る ［ こ ど も 子 育 て ］  1 5 施 策

2 　 未 来 を 創 る こ ど も た ち の 夢 を 育 む ［ 教 育 ］  1 2 施 策

3 　 働 く 場 を 創 り 、 豊 か な く ら し を 実 現 す る ［ 地 域 経 済 ］  1 4 施 策

4 　 命 と 健 康 、 生 活 を 守 る ［ 新 型 コ ロ ナ 対 策 、 健 康 づ く り 、 福 祉 、 医 療 、 防 災 ］  1 8 施 策

5 　 時 代 の 課 題 に 共 に 挑 戦 す る ［ グ リ ー ン 化 、 デ ジ タ ル 化 、 市 民 協 働 、 行 政 経 営 ］  1 4 施 策

 

次 世 代 （ N e xt G e n e r ati o n ） に も 、 安 心 で き る 未 来 を 創 っ て い く た め に 、
水 戸 市 の こ れ ま で の 取 組 を 、 さ ら に 次 の 段 階 （ N e xt St a g e ） へ 高 め て い く た め に 、
次 の  4  年 間 （f o r t h e N e xt 4 y e a r s ）
重 点 的 に 取 り 組 む プ ロ ジ ェ ク ト を 「 み と  N e xt- Mi s si o n 」 と し て 推 進 し ま す 。

〈 マ ニ フ ェ ス ト よ り 〉

P r o fil e   プ ロ フ ィ ー ル

［ 学 　 　 歴 ］

水 戸 市 立 下 大 野 小 学 校 ・ 常 澄 中 学 校 卒

茨 城 県 立 緑 岡 高 等 学 校 卒

日 本 大 学 法 学 部 新 聞 学 科 卒

明 治 大 学 大 学 院 政 治 経 済 学 研 究 科 修 士

課 程 修 了

［ 政 治 経 歴 ］

衆 議 院 議 員 鳩 山 邦 夫 秘 書

水 戸 市 議 会 議 員 ３ 期

茨 城 県 議 会 議 員 ２ 期

水 戸 市 長 ４ 期

1 9 6 5 年 （ 昭 和 4 0 年 ）6 月 1 7 日 生 ま れ （ 血 液 型 B 型 ）

水 戸 市 塩 崎 町 出 身

● 家 族 ： 妻 ・ 長 女

● 座 右 の 銘 ： 細 心 大 胆

● 政 治 信 条 ： 一 隅 を 照 ら す 政 治

● 特 技 ： 南 京 玉 す だ れ ・ ベ ー ゴ マ

● 愛 読 書 ： イ ソ ッ プ 物 語

● 趣 味 ： ジ ョ ギ ン グ ・ サ イ ク リ ン グ

水 戸 市 長

高 橋 靖  氏 こ ど も 育 む
 み ら い に 躍 動 す る

C o s m o S o g o C o n s t r u c ti o n C o., L t d

h t t p s: / / w w w. s h o w a - k e n s e t s u. c o.j p /

代 表 取 締 役 会 長 　 佐 久 間 　 昭 男
代 表 取 締 役 社 長 　 小 松 原 　 　 仁

本 　 　 社 ／ 水 戸 市 千 波 町 1 9 0 5 　 T E L 0 2 9 - 2 4 1 - 2 1 6 1 ㈹

つ く ば 支 店 ／ つ く ば 市 梅 園 2 - 7 - 1 - 2 0 1 T E L 0 2 9 - 8 6 0 - 7 5 1 0

代 表 取 締 役 　 下 　 田 　 德 　 行
代 表 取 締 役 　 若 　 松 　 亜 紀 子

本 社 ／ 水 戸 市 六 反 田 町 1 2 1 3 番 地 1
　 　 　 　 T E L. 0 2 9( 3 5 0) 6 3 9 6 　 F A X. 0 2 9( 3 5 0) 6 7 4 7
　 　 　 　 静 岡 ・ つ く ば
　 　 　 　 htt p s: / / w w w. s g c cl- 2. c o m

代 表 取 締 役 　 田 　 口 　 恵 一 郎

〒 3 1 0 － 0 8 0 3 　 茨 城 県 水 戸 市 城 南  3 － 1 2 － 6

T E L 0 2 9 － 2 2 1 － 9 0 4 7 　 F A X 0 2 9 － 2 2 7 － 5 2 3 8

E- m ail o ffi c e @t a g u c hi- k e n k o.j p

総 合 建 設 業

I S O 9 0 0 1: 2 0 1 5 認 証

渡 里 事 業 所 / 水 戸 市 渡 里 町 1 1 9 9

本 　 社

東 京 営 業 所

〒 3 1 1- 4 1 6 4 茨 城 県 水 戸 市 谷 津 町 細 田 1 番 1 2 水 戸 西 流 通 セ ン タ ー 内
T E L 0 2 9- 2 5 1- 3 0 1 6 　 F A X 0 2 9- 2 5 2- 7 1 6 4
E- m ail i b a r a ki @ a k o o.j p 　 U R L htt p: / / w w w. a k o o.j p
〒 1 1 1- 0 0 3 2 東 京 都 台 東 区 浅 草 5- 3- 1 0 　 リ ー ド 浅 草 6 0 1 号
T E L 0 3- 5 6 0 3- 8 8 0 0 　 F A X 0 3- 5 6 0 3- 8 8 0 5

足 立 建 設 株 式 会 社

代 表 取 締 役 　 足 　 立 　 誠 　 一

本 　 　 　 社 　 〒 3 1 0 － 0 8 4 6 　 茨 城 県 水 戸 市 東 野 町  1 6 7 － 2

  　 　T E L 0 2 9 － 2 4 7 － 1 0 8 4 　 F A X  0 2 9 － 2 4 7 － 1 0 7 6

桜 川 営 業 所 　 〒 3 0 9 － 1 4 5 2 　 茨 城 県 桜 川 市 加 茂 部  4 0 8

  　 　T E L 0 2 9 6 － 7 5 － 0 9 0 0 　 F A X  0 2 9 6 － 7 5 － 5 9 6 2

U R L ： htt p: / / w w w. a d a c hi k e n s et s u. c o.j pU R L: htt p s: / / w w w. o o n u ki. c o.j p

株 式
会 社

代 表 取 締 役 　 雲 　 井 　 万 貴 子

〒 3 1 1 － 1 1 1 1

茨 城 県 水 戸 市 小 泉 町  2 6 7 － 1

T E L 　 0 2 9 － 2 6 9 － 4 4 9 7

F A X 　 0 2 9 － 2 6 9 － 4 4 9 2

公 式 ウ ェ ブ サ イ ト i n st a gr a m

代 表 取 締 役 会 長 尾 　 曽 　 正 　 人
代 表 取 締 役 社 長 尾 　 曽 　 賢 　 和

〒 3 1 0 － 0 0 5 5 茨 城 県 水 戸 市 袴 塚  1  丁 目  4  番  1 7  号

T E L 0 2 9 － 2 2 5 － 1 2 3 1

F A X 0 2 9 － 2 2 7 － 5 6 9 5

総 合 建 設 業

東 洋 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 　 豊 　 島 　 太 一 郎

横 田 建 設株 式 会 社

総 合 建 設 業 I S O 9 00 1 認 証 取 得

本 　 社 / 〒 3 1 0 － 0 8 4 5 茨 城 県 水 戸 市 吉 沢 町 6 6 7
T E L. （ 0 2 9 ）2 4 7 － 0 8 3 0
F A X. （ 0 2 9 ）2 4 7 － 9 8 9 9

代 表 取 締 役 　 横 田  修 一

し 、 そ う い っ た 事 業 に も で きる だ け 地 元 が 参 加 で き る よ うに し て い く 必 要 が あ る 。 例 えば 、 ４ 大 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 工事 は も ち ろ ん 設 計 も 地 元 業 者に Ｊ Ｖ に 入 っ て も ら っ た 。　
ま た 、 建 設 産 業 は 裾 野 が 広

く 、 雇 用 創 出 な ど 経 済 面 で も皆 さ ま 方 に か か る 期 待 は 大 きい 。  「 地 元 で で き る こ と は 地元 で 」 の 考 え の も と 、 今 後 もで き る 限 り 地 元 優 先 の 発 注 を続 け て い く 。　
発 注 者 と 受 注 者 は お 互 い に

Ｗ ｉ ｎ

－ Ｗ ｉ ｎ の 関 係 に な る

の が ベ ス ト 。 市 民 の 皆 さ ま の安 全 ・ 安 心 、 利 便 性 向 上 の ため 、 今 後 も 良 い 関 係 を 構 築し 、 連 携 強 化 を 図 り な が ら 、さ ら な る 水 戸 市 の 発 展 に つ なげ て い き た い 。　
私 は 常 々 「 水 戸 の ま ち を よ

り 良 く し て い き た い 」 と 考 えて い る が 、 そ の 気 持 ち は 皆 さま も 同 じ だ と 思 う 。 引 き 続 き匠 の 技 で 公 共 事 業 に ご 尽 力 いた だ き 、 魅 力 あ る ま ち づ く りに 貢 献 し て い た だ き た い 。

特 集 ／ 高 橋 靖 水 戸 市 長

社 会 資 本 整 備 を 通 し て 、 県 都 水 戸 市 の さ ら な る 発 展 に 貢 献 し ま す
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